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我が国では本格的な人口減少・超高齢社会の到来を迎え、定住・交流人口の確保や企業

誘致を巡る県内外との都市間競争の熾烈化、消費の減少による経済活力の低下、医療・福

祉等の社会保障給付費の増大とこれを支える現役世代の負担増、既存の公共施設を介した

公共サービスの需給バランスの不均衡など、多方面にわたり、私たちがかつて直面したこ

とのないような深刻な問題や課題が顕在化することが懸念されています。 

こうした時代の転換期のもと国の提唱する「連携中枢都市圏構想」に基づき、大分市、

別府市、臼杵市、津久見市、竹田市、豊後大野市、由布市、日出町の７市１町は、大分市

を圏域の中心市として各市町の一体的かつ持続的な発展を図り、「○○○○大分都市広域

圏」の実現に取り組むこととなりました。 

この「大分都市広域圏域ビジョン」は、今後、圏域全体の経済成長を見据えた７市１町

の多様な資源・企業・人材の活用や、人口定住のために必要な高次の都市機能の集積に向

けた環境整備、また住民の生活関連機能サービスの維持・向上を目指す有機的な連携等に

ついて大分都市広域圏の特徴と課題を示し、今後の具体的な取組みを推進するための広域

計画とします。 

① 名称    大分都市広域圏 

② 構成自治体 大分市、別府市、臼杵市、津久見市、竹田市、豊後大野市、 

由布市、日出町 
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 平成 28年 4月～平成 33年 3月までの５年間 

 平成 27年 10月 5 日に連携する市長、町長から構成する「大分都市広域圏推進会議」を

設立し、また、各市町の企画部門で構成する「大分都市広域圏推進会議幹事会」や連携項

目ごとの専門部会を設置し、広域連携を推進しています。これらに加え、産学金官の外部

有識者から構成する「大分都市広域圏域ビジョン会議」により広域連携の推進や取組の検

証を行います。 
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 大分都市広域圏は大分市、別府市、臼杵市、津久見市、竹田市、豊後大野市、由布市、

日出町の７市１町で構成します。圏域の人口はおよそ 79万人、面積は約 2,472km

2

です。 

当圏域は、大分県の中部～南西部に位置し、東部の沿岸平野部は別府湾・豊後水道に臨

み年間降水量 1,600mm 程度の瀬戸内側の気候帯に属しています。一方、南に祖母山、西に

久住山がそびえる南西部では、沿岸平野部とは対照的に、年間降水量が 1,800mm～3,000mm

程度の南海型、2,000mm 前後の九州山地型の気候帯に属し、大野川水系河川などの豊かな水

源を育んでいます。標高も 0m から久住山の約 1,700m まで様々で、年間平均気温も山間部

の 13℃前後から平野部の16℃前後まで 3℃程度の開きがあり、多様で豊かな自然環境の下、

高品質で多様な農畜産物の生産が行われています。 

圏域全体に広がる温泉は、日本一の湧出量と源泉数を誇り、温泉を中心とした観光振興

が盛んな地域です。加えて、北九州を起点とし、大分・宮崎・鹿児島を結ぶ東九州自動車

道、大分・熊本間を結ぶ中九州自動車道、重要港湾の大分港・別府港・津久見港、大分空

港など陸・海・空の公共交通体系が充実し、東九州の玄関口としての機能を果たしていま

す。1964 年（昭和 39 年）に新産業都市、1984 年（昭和 59年）にはテクノポリス開発構想

策定地域に指定され、重化学工業からＩＴ関連の先端産業に至るまで、様々な企業が集積

した工業都市としての側面も併せ持ちます。 

これらのポテンシャルを最大限に活用するためにも構成市町の経済的な繋がりを強化し、

住民の生活の更なる発展と充実を図ります。 
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5. 連携中枢都市圏および連携市町の概要 

(c)Esri Japan 
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① 大分市 

 九州の東端、瀬戸内海の西端に位置し、温暖で豊かな自然環境に恵まれた人口約 48万人

の中核市です。古くから東九州の要衝地としての役割を担い、大友宗麟の統治の下では全

国有数の貿易都市として栄え、現在も南蛮文化の薫るまちとして発展を遂げています。海

上交通や高速道路の利便性を活かした新産業都市として、鉄鋼や石油化学など重化学工業

を中心とした様々な企業が集積し、平成 27年には東九州自動車道の全線開通や大分駅ビル

「JRおおいたシティ」のオープンなど、東九州における経済活動の一拠点として今後の期

待が高まっています。 

 

② 別府市 

 緑豊かな山々や瀬戸内の青い海に囲まれた美しい景観に恵まれ、日本一の温泉湧出量・

源泉数を誇り、全国有数の観光地として賑わう町です。県内では大分市に次いで２番目と

なる約 12万人の人口を有し、市内の大学で学ぶ約 5,600人の留学生が、市民と暮らしを共

にする国際色豊かな都市としても成長を続けています。近年では温泉を活用した観光産業

の振興を官民協働で推進するなど新たなまちづくりが進められています。 

 

③ 臼杵市 

戦国時代に大友宗麟の築いた丹生島城（臼杵城）の城下町であり、国際的な商業都市と

して栄えました。明治維新を迎えるまで 270 年余り続いた稲葉氏の統治時代には、城を中

心とした町の整備が行われ、現在の風情ある町並みは当時の面影が遺されたものです。現

在は約 4 万人の人口を有し、西日本一の生産量を誇る味噌・醤油を中心とした醸造業や、

基幹産業のひとつである造船業を中心とした産業が営まれています。 

 

④ 津久見市 

 温暖な瀬戸内海沿岸に位置し、風光明媚な自然環境と豊かな産業資源を有する町です。

江戸時代から明治時代にかけてみかん栽培や石灰業を中心に栄え、大正から昭和の時代に

は市のシンボル的な存在である保戸島を中心としたまぐろ漁業も盛んに行われました。現

在の人口は約 2 万人であり、日本一の埋蔵量を誇る石灰業や漁業などの産業振興はもちろ

ん、安全・安心なまちづくりや観光振興にも取り組んでいます。 
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⑤ 竹田市 

 大分県の南西部に位置し、くじゅう連山、阿蘇山外輪、祖母山麓の豊かな自然に囲まれ

ています。古くより岡城を中心に城下町として栄えたため、その城跡などの文化資源によ

り自然のみならず歴史をも感じることのできる趣ある町です。現在約 2.4万人の人口を有し、

一日に数万トンの湧出量を誇る名水や肥沃な大地、夏季の冷涼な環境を活かした農業や、

炭酸泉を誇る長湯温泉や四季折々に表情を変える久住高原などを活用した観光産業が基幹

産業となっています。 

 

⑥ 豊後大野市 

 大分市南部に隣接し、平成 27年には中九州自動車道も開通しており、豊かな自然環境と

利便性を併せ持った人口約 3.9万人の町です。大野川水系の豊かな水と四季を通じて温暖な

気候を活かした県内屈指の畑作地帯を形成し、古くから農業を基幹産業として発展してき

ました。本地域では阿蘇溶結凝灰岩より生成した渓谷や滝などの特異的な地形や磨崖仏や

石橋などの地質遺産も有し、平成 25年にはおおいた豊後大野ジオパークとして認定されて

います。 

 

⑦ 由布市 

 温泉湧出量・源泉数ともに全国２位を誇る由布院温泉や、豊後富士とも呼ばれ山岳信仰

の対象として崇められている由布岳、湖面から湯気が立ち上る金鱗湖など魅力的な観光資

源を備え持ち、日本屈指の人気を誇る観光都市です。現在の人口は約 3.5万人、大分県のほ

ぼ中央部に位置し、交通の利便性から大分市のベッドタウンとしての役割も果たしていま

す。 

 

⑧ 日出町 

 国東半島の南端部、別府湾沿岸に位置し、大分自動車道・宇佐別府道路・大分空港道路・

日出バイパスなどの交差する交通の要所となっています。昭和 39年には大分地区新産業都

市開発地域に指定され、高度技術産業の集積が進み、以降人口は増加傾向にあり、現在の

人口はおよそ 2.8万人です。江戸時代に築城された日出城の城下町として栄えた歴史から、

城址周辺や、かつてにぎわった豊後と豊前を往来するための山岳道、江戸の将軍にも献上

されていた城下かれいなどの観光資源も多数有しています。 
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� 大分市に住む就業者・通学者（自宅での就業者を除く）は 22.7 万人であり、そのう

ち約 9割（91.0%）が大分市内へ通勤・通学しており、残りの 1割程度は主に近隣市

町へ通勤・通学しています。 

� 別府市・臼杵市・豊後大野市・由布市・日出町から大分市への通勤・通学者は、各市

町の通勤・通学者の 10％以上を占めており、圏域内 7 市町から流入する大分市への

通勤・通学者は合計 2.3万人にのぼります。 

 

図表

図表図表

図表 4 
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出所：国勢調査（2010年） ※第５表 従業・通学市町村、15歳以上自宅外就業者・通学者数より

大分市
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⇒市内74.7%

【58,145人】

日出町
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0.9%

【2,073人】

1.8%

【4,078人】
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6. 連携市町から大分市への通勤・通学の状況 
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＜大分都市広域圏の人口構造＞ 

� 大分都市広域圏の人口は 1980年の 74.8万人から 2010年の 78.8万人まで増加を続け

ています。ただし、今後は人口減少に転じることが予想され、2040年には 66.7万人と

なる見通しです。 

� 人口構造は年少人口・生産年齢人口の減少が続く一方で、2025年まで老年人口の増加

は継続し、高齢化率は 2010年の 19.2％から 2040年には 23.7％に達する見込みです。 

図表

図表図表

図表 5 
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＜大分都市広域圏の人口動態＞ 

� 自然動態は 1980～2005年までの出生が死亡を上回る自然増加から、2005～2015年に

は自然減少に転じています。 

� 社会動態は 1985～2000年までの社会減少から、2000～2010年は社会増加で推移して

いましたが、2010～2015年にかけて社会減少に転じています。その結果、自然減少と

社会減少が同時に進む本格的な人口減少局面に直面しています。 

図表

図表図表

図表 6 

  

 大分都市広域圏の人口動態（

大分都市広域圏の人口動態（大分都市広域圏の人口動態（

大分都市広域圏の人口動態（1980 年～

年～年～

年～2005 年実績値

年実績値年実績値

年実績値, 2010 年～

年～年～

年～2015 年推計値）

年推計値）年推計値）

年推計値） 

  

総人口

総人口総人口

総人口

78.8 

66.7 

年少人口

年少人口年少人口

年少人口, 10.4 

7.1 

生産年齢人口

生産年齢人口生産年齢人口

生産年齢人口

48.6 

35.9 

老年人口

老年人口老年人口

老年人口

19.2 

23.7 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

1980年

年年

年

85 90 95 2000 05 10 15 20 25 30 35 40

（万人）

（万人）（万人）

（万人）（万人）

（万人）（万人）

（万人）

推計値

出所：国勢調査・国立社会保障人口問題研究所（平成25年推計）

1.5 

-11.4 

-0.6 

-3.9 

0.3 

4.4 

-3.5 

22.0 

13.8 

8.0 

5.7 

1.8 

-1.9 

-8.1 

23.5 

2.4 

7.3 

1.8 

2.1 

2.5 

-11.6 

-15

-10

-5

0

5

10

15

20

25

30

1980～

～～

～85

年

年年

年

85～

～～

～90 90～

～～

～95 95～

～～

～2000 00～

～～

～05 05～

～～

～10 10～

～～

～15

自然増減

社会増減

人口増減

(千人

千人千人

千人)
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第２章 大分都市広域圏の現況 

１. 人口の推移 
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＜求人の動向＞ 

� 有効求人倍率（就業地ベース）は、圏域内の多くの市町で上昇しており、有効求人倍

率の圏域平均は 1.1と、求職者にとって雇用環境は好転していることが伺えます。た

だし、雇用者側からは人手不足の状態にあるとも言え、求職者・雇用者間のミスマッ

チを解消し、良好な雇用環境を作ることが求められています。 

� 由布市・竹田市・豊後大野市は圏域平均を上回っているのに対して、日出町・大分市・

津久見市は圏域平均を下回る状況です。 

図表

図表図表

図表 7  大分都市広域圏の有効求人倍率推移（

大分都市広域圏の有効求人倍率推移（大分都市広域圏の有効求人倍率推移（

大分都市広域圏の有効求人倍率推移（2013 年

年年

年 9 月

月月

月～

～～

～2015 年

年年

年 8 月

月月

月）

））

） 

 

 

＜就業者数の推移＞ 

� 大分都市広域圏の就業者数は生産年齢人口の減少と同じく、1995年の 36.8万人をピ

ークに減少が始まり 2010年は 35.5万人でした。 

� 産業別には一次産業の就業者の減少が大きく、1980年から 2010年で半数以上減少し、

二次産業についても 1995年の 9.4万人から 2010年には 7.6万人に減少しています。 
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出所：大分公共職業安定所提供資料より(株)日本経済研究所作成

2. 雇用の状況 
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図表

図表図表

図表 8 

  

 大分都市広域圏の産業別就業者数推移（

大分都市広域圏の産業別就業者数推移（大分都市広域圏の産業別就業者数推移（

大分都市広域圏の産業別就業者数推移（1980 年～

年～年～

年～2010年）

年）年）

年） 

 

＜若年層の就職動向＞ 

� 大分県内の高校・大学を卒業した学生の就職先を見ると、高校卒業生の約８割が県内

で就職しているのに対し、大学生では県内就職者が卒業生のおよそ３割にとどまり、

残り７割が就職をきっかけに県外へ流出しています。 

� 今後は、高校卒業後はもちろんのこと、特に県内大学を卒業する学生が圏域内で就職

する流れを作り出していくことが求められています。 

図表

図表図表

図表 9 

  

 大分県内に立地する大学・高校卒業後の県内就職率推移（
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大分県内に立地する大学・高校卒業後の県内就職率推移（2005年～
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年）年）

年） 
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＜圏域内総生産の推移＞ 

� 圏内総生産（実額）は 2008年の世界金融危機及び 2011年の東日本大震災の影響から

近年は漸減傾向にあり、2012年は前年比 0.7％減少し、2.9兆円となっています。 

� 大分県内総生産に占める割合は 2003年～2012年の 10年間、およそ 7割で推移してお

り、本圏域は県内経済に果たす役割は大きいと考えられます。 

� 産業別では、世界金融危機や東日本大震災の影響により製造業での落ち込みが見られ

る一方で、運輸・通信業、建設業、不動産業では伸びが見られます。 

図表

図表図表

図表 10 

  

 大分都市広域圏域内の総生産額推移（

大分都市広域圏域内の総生産額推移（大分都市広域圏域内の総生産額推移（

大分都市広域圏域内の総生産額推移（2003 年
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度～

～～
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度）

））

） 
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図表 11 

  

 大分都市広域圏内の

大分都市広域圏内の大分都市広域圏内の

大分都市広域圏内の産業別
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総生産額推移（総生産額推移（

総生産額推移（2003年～

年～年～

年～2012 年）

年）年）

年） 
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3. 産業構造 
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＜圏域内の産業構造＞ 

� 大分都市広域圏経済の実態を、従業者数・付加価値率・付加価値額の観点から、産業

ごとに分析した大分都市広域圏のバブルチャートでは、医療・福祉および卸売業・小

売業が目立ちます。ただしこれらは域内の人口規模に比例する産業であり、将来的に

人口減少が危惧される本圏域では域外から外貨を獲得する産業も強化しておく必要が

あるといえるでしょう。 

� 外貨を獲得する産業として、「宿泊業・飲食サービス業」、「製造業」が特に重要である

と考えられます。 

� また圏域内の生活や経済循環を支える小売・サービス業等についても、買い物難民の

発生が懸念される高齢化社会に対応した転換を図っていくことが求められます。 

図表

図表図表

図表 12 
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（注）事業所を調査対象としているため、個人事業主の多い農林漁業の値が小さくなるため、農林漁業については別に分析する必要がある（別掲）
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１. 農林水産業 

＜農業＞ 

� 2001年以降の圏域内農業総生産額は漸減傾向にあり、2012年の大分都市広域圏の農業

総生産額は約 315 億円、県内の農業総生産額に占める割合はおよそ 5 割（45.2%）で

した。市町別では多い順に竹田市（約 93 億円）、大分市（70 億円）、豊後大野市（62

億円）となっています。 

� 圏域内の農業就業者数（従業地ベース）の年齢構成を見ると、60～69歳・70歳以上が

およそ 7 割を占めています。加えて総農家数は 5 年間で 1,965 軒減少している一方、

土地持ち非農家数は 781軒増加している状況です。 

 

図

図図

図表

表表

表 13 

  

 大分都市広域圏内の農業総生産額推移（

大分都市広域圏内の農業総生産額推移（大分都市広域圏内の農業総生産額推移（

大分都市広域圏内の農業総生産額推移（2001 年～

年～年～

年～2012年）

年）年）

年） 
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図表 14 
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      図表

図表図表

図表 15 
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＜水産業・林業＞ 

� 当広域圏の漁場は、豊後灘・別府湾から豊後水道北部にかけて広がっています。主に

日出町沿岸部の豊後灘・別府湾地域ではタチウオや車エビ、シラスなどの漁場が形成

され、クルマエビやマガキ等の養殖業が行われ、主に津久見市に位置する豊後水道北

部はマグロやブリ、タイ、アジの漁場となっており、ブリ、クロマグロや真珠等の養

殖業も営まれています。 

� 圏域内の林野面積は 154,101 haで県内のおよそ３割程度を占めています。 

� 林業・漁業就業者数（従業地ベース）を見ると、水産業では 60歳未満が約 5割、林業

では約 7割となっています。一方で経営体数は水産業・林業ともに減少しています。 

� 今後も農林水産業の生産体制を維持するためには、若年層を中心とした担い手の育成

が重要であると考えられます。 

図表

図表図表

図表 16 
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２. 製造業 

＜大分都市広域圏全体の動向＞ 

� 大分都市広域圏の製造業は県の約７割のシェア（製造品出荷額等ベース）を有してお

り、1992年の 1.9兆円から 2008年の 3.1兆円まで順調に成長しました。しかし、同年

の米国投資銀行の破たんに端を発した世界金融危機により2009年は大幅に出荷額を減

らした後、2013年は 3.1兆円と金融危機前の水準まで回復し、過去最高水準に達して

います。 

� 業種別の製造品出荷額・就業者数を見ると、当圏域ではコンビナートの立地を背景と

して化学、石油・石炭、鉄鋼、非鉄金属など、基礎素材型を主とする産業の集積が顕

著となっています。今後はこれら基礎素材型製造業に加え、食品・機械製造等、幅広

い分野での製造業の振興が求められています。 

図表

図表図表

図表 21 

  

 製造品出荷額の推移（
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図表図表

図表 22 
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図表図表

図表 23 
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３. 商業 

＜大分都市広域圏全体の動向＞ 

� 大分都市広域圏の 2012年の商品販売額は 6,530億円であり、大分県内の商品販売額の

約７割を占めています（2012年）。県全体の動向と同様に、1997年をピークに商品販

売額は漸減傾向にありますが、2015年 4月の大分駅ビルの開業によって商業環境は大

きく変化しつつあり、今後の発展が期待されます。 

＜大分都市広域圏内での集中度＞ 

� 年間商品販売額、売場面積は基本的に人口規模に比例することから、圏域内の主要都

市が目立ち、特に大分市の商業集積は当圏内で大きな存在感を有しているといえるで

しょう。 

図表

図表図表

図表 24 年間商品販売額（

年間商品販売額（年間商品販売額（

年間商品販売額（1991年～
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年～2012 年

年年

年, 大分県および大分都市広域圏）

大分県および大分都市広域圏）大分県および大分都市広域圏）

大分県および大分都市広域圏） 
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図表 25 
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図表 26 
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出所：工業統計調査（2013年）

＊製造業出荷額等は市町・業種によっては秘匿値を含んでいる
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４. 観光 

＜宿泊客数の推移＞ 

� 2014年の県内宿泊者数は、2006年以降過去最高の 433.5万人でした。圏域内主要観光

市の動向を見てみると、大分市・別府市は、2006年時と比較した場合に増加基調にあ

ります。一方で、竹田市・由布市の宿泊者数は、2007 年～2009 年の３カ年の間 3 割

程度減少して以降回復の兆しはあるものの、2006年時の水準には戻っていない状況で

す。今後の人口減少社会では交流人口の獲得が、経済に与える影響は大きくなってい

くことから、圏域を挙げた観光の活性化が課題となっています。 

＜インバウンド（宿泊者ベース）の状況＞  

� 由布市、別府市では宿泊客全体の１割程度が国外出身観光客であり、今後広域圏内に

おけるインバウンド観光の拠点として期待されます。 

図表

図表図表

図表 27 
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      図表
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１. 災害時対応に関する機能の集積状況 

＜圏域内の広域的な交通網＞ 

� 東九州自動車道と中九州自動車道の全線開通により、南九州（宮崎・鹿児島）、熊本と

の経済的・文化的な繋りの強化が期待されます。 

＜圏域内緊急関連医療機関一覧＞ 

� 第二次、第三次救急医療機関は人口密度の高い大分市・別府市を中心に集積している

一方で、人口密度の低い地域では立地数が少ない状況にあります。 

図表

図表図表

図表 30 

  

 大分都市広域圏内の救急医療機関

大分都市広域圏内の救急医療機関大分都市広域圏内の救急医療機関

大分都市広域圏内の救急医療機関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜圏域内の各消防本部における救急出動、搬送状況＞ 

� 大分市、別府市、臼杵市、津久見市の消防本部は比較的管外搬送率が低く、収容平均

時間は圏域全体の平均を下回るか同程度にあります。一方で、豊後大野市、由布市、

竹田市、杵築速見消防本部では管外搬送率が高く、収容平均時間は圏域全体の平均よ

りも長いことが分かります。 

� 今後、南海トラフ、日向灘、安芸灘～伊予灘～豊後水道を震源とする海溝型地震、別

府湾－日出生断層帯、大分平野－湯布院断層帯、周防灘断層部を震源とする活断層型

地震による被害や津波の来襲が想定されるため、自治体間の垣根を除いた広域体制下

での災害時対応が求められています。 

5. 都市機能の集積状況 

(c)Esri Japan 
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図表

図表図表

図表 31 

  

 大分都市広域圏内の救急出動搬送状況（

大分都市広域圏内の救急出動搬送状況（大分都市広域圏内の救急出動搬送状況（

大分都市広域圏内の救急出動搬送状況（2014 年）
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２. 高等教育機関の集積状況 

＜圏域内の高等教育機関＞ 

� 10校の高等教育機関が５市 13カ所に立地しています。 

� 文部科学省「知（地）の拠点事業（COC

+

）」を始めとして、今後は民間企業や地方公

共団体など既存の枠組みを超えた連携強化により、地域の雇用創出や学卒者の地元定

着率の向上など地域を担う人材育成を行うための拠点として期待されています。 

� 当県域には多文化・多言語環境によりグローバル環境下で通用するプロフェッショナ

ル人材の育成に特化した大学も存在し、世界的にも重要な役割の一端を担っています。 

図表

図表図表

図表 32 
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圏域内平均圏域内平均

圏域内平均

管外搬送率：

管外搬送率：管外搬送率：

管外搬送率： 15.1％

％％

％

教員数

大学 大学院 計 （人）

大分市 大分大学　旦野原キャンパス 経営学部、教育福祉科学部、工学部 4,107 583 4,690 720

由布市 大分大学　挟間キャンパス 医学部　医学科、看護学科 923 130 1,053 192

大分市 大分県立看護科学大学 看護学部 328 54 382 63

大分市 日本文理大学 工学部、経営経済学部 1,685 15 1,700 205

大分市 大分短期大学 園芸科 79 -          79 12

大分市 大分県芸術文化短期大学 美術、音楽、国際、情報 884 -          884 48

竹田市 大分県芸術文化短期大学　竹田キャンパス 美術（サテライトキャンパス） 1

別府市 別府大学 文学部、食物栄養、国際経営学部 1,744 32 1,776 158

別府市 立命館アジア太平洋大学 国際経営学部、アジア太平洋学部 5,581 300 5,881 370

別府市 別府溝部学園短期大学

ライフデザイン、食物栄養、幼児教育、介護

358 -          358 44

別府市 別府大学短期大学　別府キャンパス 食物栄養、初等教育、福祉

大分市 別府大学短期大学　大分キャンパス 保育、地域総合

豊後大野市 大分県立農業大学校 総合農産科、総合畜産科 106 -          106 42

計 16,414 1,114 17,528 1,922

各大学ＨＰより平成27年5月現在

67

市町名 大学名 主な学部（学科）

学生数（人）

619 -          619

-                                       
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１. 公共施設・公共交通関連サービスについて 

＜公共施設整備状況＞ 

� 本広域圏の行政財産は総計 3,079㎡の延べ床面積を有し、そのうちおよそ９割を学校、

公営住宅、公園などの公共用財産が占め、残り１割程度が本庁舎・消防施設などの公

用財産となっています。 

� 生活インフラの整備状況として、道路は大分市、都市公園・公営住宅は豊後大野市、

上水道は別府市、下水道は大分市が特に充実していると考えられます。 

� 例えば、図書館の回転率は貸出者数（利用者）の多さとは必ずしも比例せず各市町に

よって異なり、他公共施設の利用状況も同様の状況です。 

� 今後人口減少社会を迎えるにあたり、圏域内行政サービスのあり方の検討に際しては、

利用・充足状況に基づいてきめ細かく再検討することが重要です。 

図表

図表図表

図表 33 

  

 行政財産の状況（

行政財産の状況（行政財産の状況（

行政財産の状況（2013年）

年）年）

年） 

  

   図表

図表図表

図表 34 各種生活インフラの整備状況

各種生活インフラの整備状況各種生活インフラの整備状況

各種生活インフラの整備状況 

（

（（

（2013年度）

年度）年度）

年度） 

  

 

    

 

図表

図表図表

図表 35 

  

 構成市町別

構成市町別構成市町別

構成市町別 

  

 図書館内蔵書

図書館内蔵書図書館内蔵書

図書館内蔵書の回転率（

の回転率（の回転率（

の回転率（2014 年度）

年度）年度）

年度）

 

  

 

本庁舎, 144, 5%

消防施設, 46, 1%

その他施設, 87, 

3%

小学校, 603, 20%

中学校, 388, 13%

高等学校, 10, 0%

公営住宅, 717, 

23%

公園, 41, 1%

その他施設, 

1,043, 34%

公用財産, 277, 

9%

公共用財産, 

2,802, 91%

大分都市広域圏

行政財産（建物）

延べ面積

3,079千㎡

出所：公共施設状況調（2013年度）

道路

改良率

（％）

都市公

園等

１人当

たり面

（㎡）

公営住

宅

世帯数

比率

（％）

上水道

等

普及率

（％）

下水道

等

普及率

（％）

大分市

74.7 14.6 2.7 99.8 76.0

別府市 47.8 7.0 4.3 100.0 74.7

臼杵市
33.9 6.3 3.2 98.0 61.7

津久見市
41.5 9.9 3.4 97.3 59.1

竹田市 58.4 14.0 4.4 70.3 44.2

豊後大野市
49.5 19.4 6.2 68.4 55.0

由布市
60.6 2.6 4.1 95.5 61.0

日出町

61.4 19.3 2.4 93.8 73.7

出所：大分県統計年鑑（2014年度）

315
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22

2
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29

33

18
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1.7

1.4

0.6

0.4

0.8

1.4

1.0

1.1

1.3

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

0
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400

500

600

大分市 別府市 臼杵市 津久見市 竹田市 豊後大野市 由布市 日出町 圏域計

貸出冊数

貸出冊数貸出冊数

貸出冊数/蔵書数

蔵書数蔵書数

蔵書数

（冊）

（冊）（冊）

（冊）

（千人）

（千人）（千人）

（千人）

貸出者数 回転率

出所：構成市町提供情報（2014年度）

6. 住⺠サービスの状況 
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＜公共交通＞ 

� 市町ごとの自動車保有台数（自家用）は人口規模に比例して多くなっていますが、世

帯当たり自動車保有台数を見てみると、竹田市や豊後大野市の山間部で多くなってい

ることが分かります。 

� 圏域内を走る鉄道３路線について各駅の利用者数（１日当たり）について見ると、鉄

道利用者全体の８割を日豊本線利用者が占める状況です。 

� 今後、超高齢社会への対応や環境への配慮を念頭に置いた場合、圏域全体の公共交通

を充実させた自動車に頼らない生活環境の実現に関する検討が重要と考えられます。 

図表

図表図表

図表 36 

  

  

  

 構成市町別

構成市町別構成市町別

構成市町別 

  

 自動車保有台数（自家用）の状況（

自動車保有台数（自家用）の状況（自動車保有台数（自家用）の状況（

自動車保有台数（自家用）の状況（2015 年

年年

年 3月

月月

月 31 日時点）

日時点）日時点）

日時点） 

  

 

 

図表

図表図表

図表 37  

    

  大分都市広域圏内の鉄道各駅別

大分都市広域圏内の鉄道各駅別大分都市広域圏内の鉄道各駅別

大分都市広域圏内の鉄道各駅別１日当たり

１日当たり１日当たり

１日当たり乗降数（

乗降数（乗降数（

乗降数（2013 年度）

年度）年度）

年度） 

  

 

 

338
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31

13

21

31

24

21
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1.18 

1.78 
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1.86 

1.59 

1.77 
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2.0
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大分市 別府市 臼杵市 津久見市 竹田市 豊後大野市 由布市 日出町

（台）

（台）（台）

（台）

（千台）

（千台）（千台）

（千台）

自動車保有台数（自家用） 世帯当たり

自動車保有台数

出所：国土交通省九州運輸局 自動車保有車両数（2014年度）

日豊本線大分, 

35,305, 36%

日豊本線別府, 

11,199, 11%

日豊本線鶴崎, 

3,721, 4%

日豊本線大在, 

3,692, 4%

久大本線由布院, 

1,706, 2%

豊肥本線大分大学

前, 2,653, 3%

日豊本線

日豊本線日豊本線

日豊本線, 

78,730, 80%

久大本線

久大本線久大本線

久大本線, 8,075, 

8%

豊肥本線

豊肥本線豊肥本線

豊肥本線, 

12,166, 12%

出所：大分県統計年鑑（2014年度）

１日当たり乗降数

１日当たり乗降数１日当たり乗降数

１日当たり乗降数

98,976人

人人

人
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２. 医療・福祉関連サービスについて 

＜医療施設・医師数＞ 

� 大分都市広域圏では大分市・別府市に多くの一般病院が集積していることから、人口

千人当たり病床数・医師数ともに大分県全体の水準よりも高い状況にあります。一方

で、その他の５市町は病床数・医師数ともに県平均よりも低い水準にあります。 

� 特徴的なのは由布市であり、大分大学医学部付属病院の立地の影響などにより、人口

千人当たりの医師数は突出して多くなっています。別府市も同様の傾向が見られ、同

２地域は人口規模に関わらず、域外より患者を呼び込む構造になっていると考えられ

るため、今後圏域内周辺市や外部からの患者の誘致に繋がる可能性もあります。 

図表

図表図表

図表 38 

  

 大分都市広域圏内の医療機関・医師数一覧

大分都市広域圏内の医療機関・医師数一覧大分都市広域圏内の医療機関・医師数一覧

大分都市広域圏内の医療機関・医師数一覧 

 

＜福祉施設・従業者数＞ 

� 大分市の福祉施設数は直近 10年で約３割程度、従事者数はおよそ１割減少したものの、

受入定員数は横ばいの状況であり、今後高齢化の急速な進展が危惧される都市部にお

ける受入体制の整備が急務であると考えられます。 

図表

図表図表

図表 39 

  

 大分市の介護老人福祉関連施設数等の推移（

大分市の介護老人福祉関連施設数等の推移（大分市の介護老人福祉関連施設数等の推移（

大分市の介護老人福祉関連施設数等の推移（2005 年～

年～年～

年～2014 年）

年）年）

年） 

  

歯科

人口千人当 人口千人当

病床 病床 診療所

たりの病床 たりの医師

大分市 53 7,478 385 1,646 223 220 19.2 599 1.3

別府市 26 3,811 119 647 60 66 35.6 337 2.7

臼杵市 4 493 33 116 17 18 14.7 22 0.5

津久見市 1 120 18 19 9 8 7.0 11 0.6

竹田市 3 504 23 130 8 9 26.0 14 0.6

豊後大野市 4 369 34 127 15 24 12.6 33 0.8

由布市 4 1,008 24 128 11 16 32.7 231 6.7

日出町 3 178 19 26 11 13 7.2 16 0.6

計 98 13,961 655 2,839 354 374 21.3 1,263 1.6

※院所数、ベット数、人

大分県H26統計年報より

医師数はH24公衆衛生年間より

市区町村名 病院 診療所 薬局

医師

（常勤）
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出所：介護・サービス施設・事業所調査
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３. 子育て支援について 

＜出生数の推移＞ 

� 1985年以降、当圏域の出生数は減少傾向にあります。今後圏域内では、仕事を持つ母

親が安心して子どもを産み育てることの出来る環境整備が求められていますが、平成

27年 4月 1日現在、圏域内の待機児童数は 509人であり、早急な行政支援を必要とす

る分野となっています。 

図表

図表図表

図表 40 

  

 大分都市広域圏内の出生数の推移（

大分都市広域圏内の出生数の推移（大分都市広域圏内の出生数の推移（

大分都市広域圏内の出生数の推移（1980年～

年～年～

年～2015 年）

年）年）

年） 

 

図表

図表図表

図表 41 

  

 大分都市広域圏内の保育園・保育所・幼稚園・待機児童数一覧

大分都市広域圏内の保育園・保育所・幼稚園・待機児童数一覧大分都市広域圏内の保育園・保育所・幼稚園・待機児童数一覧

大分都市広域圏内の保育園・保育所・幼稚園・待機児童数一覧 
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出所：大分県の人口推計【年報】

園数 園児数 園数 園児数 園数 園児数 園数 園児数

大分市 13 1,179 74 8,696 29 950 20 3,360 484      

別府市 3 253 26 1,895 15 - 7 1,105 -         

臼杵市 1 67 10 766 6 52 2 280 -         

津久見市 - - 4 245 - - 5 380 -         

竹田市 3 258 5 164 3 67 1 55 -         

豊後大野市 1 70 10 687 6 93 2 80 25       

由布市 - - 8 865 14 - - - -         

日出町 - - 8 619 7 165 1 74 -         

計 21 1,827 145 13,937 80 1,327 38 5,334 509      

各市町調べ平成27年5月現在

待機

児童

数

市町名

保育園・保育所（認定こども園含む） 幼稚園

公立 私立 公立 私立
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４. 地域振興について 

＜観光関連施設の整備状況＞ 

� 圏域内の道の駅・里の駅は公共・民間合わせて 22カ所設定されています。 

� 各市町を結ぶ道路上に設置していることから、今後広域圏で地域振興を行っていく際

に異なる地域同士を結ぶ結節点としての役割が期待されています。 

図表

図表図表

図表 42 

  

 大分都市広域圏内の道の駅立地状況

大分都市広域圏内の道の駅立地状況大分都市広域圏内の道の駅立地状況

大分都市広域圏内の道の駅立地状況 

  

 

 

 

＜地域資源＞ 

� 大分県が中小企業地域資源活用促進法等に基づき設置した地域資源として、大分県内

では農林水産物 55 品目、鉄鋼業・生産技術が 39 品目、文化財、自然の風景地、温泉

その他が 112品目設置されています。 

� 圏域内の市町各地では各種自然の風景地も存在しています。 

� 今後はこれら地域資源をより広域に発信し、観光客のみならず、定住人口の増加に向

けて取り組んでいくことが重要です。 

 

 

(c)Esri Japan 
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図表

図表図表

図表 43 

  

 大分都市広域圏内の地域資源一覧

大分都市広域圏内の地域資源一覧大分都市広域圏内の地域資源一覧

大分都市広域圏内の地域資源一覧 

 

図表

図表図表

図表 44 

  

 大分都市広域圏内

大分都市広域圏内大分都市広域圏内

大分都市広域圏内の

のの

の自然の風景地の分布

自然の風景地の分布自然の風景地の分布

自然の風景地の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太刀魚 ハモ ちりめん（水産加工品）

国東半島宇佐地域世界農業遺産

大神温泉 日出温泉 真那井温泉 的山荘

赤シソ アジ おおば クロメ（カジメ）

太刀魚 どじょう ぶり

今市石畳 日豊海岸 ⼾次本町の町並み

大分温泉 塚野鉱泉

太刀魚 地獄蒸し ちりめん（水産加工品）

別府冷麺 別府プリン

⻲川温泉 観海寺温泉 鉄輪温泉

柴石温泉 浜脇温泉 別府温泉

堀田温泉 明礬温泉 別府地獄めぐり

別府の湯けむり・温泉地景観

おおば すっぽん クレソン

奥江温泉 篠原温泉 庄内温泉

白水鉱泉 塚原温泉 挾間温泉

湯平温泉 由布院温泉

サフラン

スイートコーン

すっぽん

岡城阯・武家屋敷

九州オルレ 久住高

原竹楽赤川温泉

荻温泉 七⾥田温泉

⽩丹温泉 竹田温泉

⻑湯温泉 法華院温

泉牧の元温泉

クロメ（カジメ） ひらめ

モイカ（アオリイカ）アジ ぶり

まぐろ 石灰石 日豊海岸 保⼾島

四浦の河津桜

赤シソ 鮎 甘藷 さといも

ピーマン 桃 酒万十 ジオパーク

九州オルレ 滞迫峡 原尻の滝

アジ 甘藷 太刀魚 ハモ ぶり 臼杵石仏

うすき竹宵 二王座 日豊海岸 六ヶ迫鉱泉

出所：大分県「地域産業資源活用事業の促進に関する基本的な構想 

(c)Esri Japan 
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本圏域は圏域最大の地域資源の一つである日本屈指の湧出量・源泉数を誇る温泉をはじ

めとして、多様なポテンシャルを有しています。 

（１）豊かな地域資源 

 南蛮文化発祥の地の１つである本圏域にはキリシタン文化や多くの歴史遺産があります。

緑豊かな地域では高品質で多様な農産物、リアス式海岸と天然礁に恵まれた豊後水道沿岸

地域ではブランド価値の高い水産物が育まれ、7市 1町それぞれが豊かで特徴的な地域資源

を有しています。それら豊かで魅力的な地域資源と本圏域の誇る温泉を融合させた日本有

日本有日本有

日本有

数の観光地

数の観光地数の観光地

数の観光地として毎年多くの観光客が訪れています。 

（２）製造業の集積 

 高度経済成長期に大分市を中心に新産業都市として、化学・石油石炭・鉄鋼・非鉄金属

など重化学工業を中心に発展を遂げ、近年ではＩＴ関連企業が進出するなど様々な産業が

集積しています。また、食料品産業は臼杵市・由布市、窯業・土石製造業は津久見市、輸

送用機械器具製造業は臼杵市等、各地の特色を活かした産業拠点が形成され、東九州の経

東九州の経東九州の経

東九州の経

済の要衝

済の要衝済の要衝

済の要衝として発展を続けています。 

（３）交通の利便性 

当圏域は、東九州自動車道と大分自動車道、中九州自動車、大分空港道路の結節点であ

り、また鉄道に関しても、日豊線、豊肥線、久大線の結節点でもあり、さらに重要港湾で

ある大分港、大在港や四国との九州を結ぶ第二国土軸の重要な地域であるなど東九州地方

東九州地方東九州地方

東九州地方

における交通・物流機能の拠点

における交通・物流機能の拠点における交通・物流機能の拠点

における交通・物流機能の拠点として役割を果たしています。 

今後も、域内経済の発展と定住環境の整備、住民の生活機能の確保や充実を図り、将来

にわたって発展し続ける社会を実現するための戦略として大きく３つの方向性を定め、産

学金官が連携して取り組みを推進していきます。 

（１）産業『圏域全体の経済成長のけん引』 

人口減少や少子化、高齢化の影響により、就業者数は今後減少し続けるため、圏域内経

済の生産・消費活動の減衰が懸念されています。圏域内経済の停滞による雇用機会の減少

は、都市部への若者の流出につながり圏域内の少子化および高齢化を加速させるおそれが

あるため、本圏域では既存のポテンシャルを十分に活用しつつ経済基盤の強靭化を図り、

圏域全体の経済成長をけん引していきます。 

第３章 圏域の目指す方向性 

１. 大分都市広域圏のポテンシャル 

２. 大分都市広域圏の目指す姿 
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（２）都市機能『高次の都市機能の集積・強化』 

平成27年に新たに開通した東九州自動車道や中九州自動車道、大分駅ビル「JRおおいた

シティ」のオープンなど、東九州の玄関口としての位置的役割が向上しつつあります。ま

た、本圏域内には特色ある高等教育機関が集積しており、従来の枠組みを超えた積極的な

活用が検討されているところです。今後は高次都市機能の集積・強化により都市圏として

の魅力を高めてまいります。 

（３）住民サービス『圏域全体の生活関連機能サービスの向上』 

人口減少や高齢化の影響により過疎化が進行する地域では、将来的に一定の住民サービ

スを受けられなくなる可能性が出てきます。医療・福祉、交通、教育などの公共サービス

の機会・質の低下は、住民の生活基盤を揺るがしかねず地域外へのさらなる人口流出を引

き起こす可能性があります。今後、行財政の制約が高まっていく中で、市町村が単独であら

ゆる公共施設等を揃えるといったフルセットの行政から脱却し、地域間のネットワーク化によ

り圏域全体の生活関連機能サービスの向上を図ります。 

� 大分都市広域圏の将来像 

 

 

 

� 10 年後の人口目標 2025 年（平成 37 年） 

 

 

 

                    ※圏域各市町の地方創生人口ビジョンより 

図表
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� 人口減少や少子化、高齢化の影響により、

就業者数は今後減少し続けるため、圏域

内経済の⽣産・消費活動の減衰が懸念さ

れる。

� 圏域内経済の停滞による雇用機会の減少

は、都市部への若者の流出につながり、

圏域内の少子化、高齢化を加速させるお

それがある。

経済基盤の強靭化を図り、

基本方針
基本連携項目（案）

産業産業産業産業

○

○○

○既存のインフラを活用した産業振興

既存のインフラを活用した産業振興既存のインフラを活用した産業振興

既存のインフラを活用した産業振興

大分市を中心とした重化学工業の集積や、津

久⾒市の窯業・製造業、⾅杵市・⽇出町を中⼼

とした食品製造業など、各市町の特色を活かし

た圏域全体の産業振興を⾏い、雇⽤の確保を図

る。

○

○○

○新たな回遊型観光業の振興

新たな回遊型観光業の振興新たな回遊型観光業の振興

新たな回遊型観光業の振興

別府・湯布院など全国屈指の観光都市を核と

して、温泉と歴史文化、都市型観光を融合させ

た新たな回遊型観光を提案することにより、圏

域全体の観光振興を図る。

� 圏域を構成する各市町の特色を十分に活か

した経済成長のための体制整備

� 中小企業の経営強化、創業促進、地域の中

堅企業等を核とした産業の育成

� 企業誘致の促進

� 地域資源を活用した地域経済の裾野拡大

� 戦略的な観光連携

� 広域的災害等に関する機能の構築

経済成長の

経済成長の経済成長の

経済成長の

けん引

けん引けん引

けん引

高次の

高次の高次の

高次の

都市機能の

都市機能の都市機能の

都市機能の

集積・強化

集積・強化集積・強化

集積・強化

○連携中枢都市を核とした広域ネットワークの構築

○連携中枢都市を核とした広域ネットワークの構築○連携中枢都市を核とした広域ネットワークの構築

○連携中枢都市を核とした広域ネットワークの構築

大規模な災害にも対応可能な都市機能の構築や

公共交通網など、圏域全体に対する⾼度で専門的

なサービスの提供により、都市としての魅⼒を⾼

め、若者の⼤都市への流出を防ぐとともに圏域外

から多様な人材を誘致する。

○高等教育機関と連携した人材育成体制の強化

○高等教育機関と連携した人材育成体制の強化○高等教育機関と連携した人材育成体制の強化

○高等教育機関と連携した人材育成体制の強化

⼤学・⺠間企業・⾃治体の連携体制のもと、特

に20代の若者を対象として、将来的に圏域を担う

存在となり得る人材育成に取り組む。

圏域全体の経済成⻑をけん引する

� 新たに開通した東九州⾃動⾞道や中九州

⾃動⾞道、⼤分駅ビル「JRおおいたシ

ティ」のオープンなど、東九州の玄関口

としての位置的・機能的役割が向上して

いる。

� 特色ある高等教育機関が集積し、従来の

枠組みを超えた積極的な活用が検討され

ている。

高次の都市機能の集積・強化により

都市圏としての魅⼒を⾼める

都市機能都市機能都市機能都市機能

域全体の観光振興を図る。

○

○○

○一次産業と食品関連産業の連携

一次産業と食品関連産業の連携一次産業と食品関連産業の連携

一次産業と食品関連産業の連携

竹田市や豊後大野市を中心とした農業、豊後

水道沿岸を中心とした漁業の一次産業等、各地

に集積する食品製造業、宿泊・飲食サービス業

などの食品関連産業の相互連携による地場産品

の商機拡大を図る。

� 広域的災害等に関する機能の構築

� 広域的公共交通網の構築

� 高等教育・研究開発の環境整備

� 公共施設の相互利用の促進

� 健康診断の受診率の向上

� 相談支援機能の強化

� 地域子育て支援の充実

� 広域的教育の連携

� 文化芸術の振興

� スポーツの振興

� 文化財等の保護及び活用

� 雇用対策

� 市民活動の推進

� 広域的災害対策
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圏域全体の

圏域全体の圏域全体の

圏域全体の

生活関連機能

生活関連機能生活関連機能

生活関連機能

サービスの向

サービスの向サービスの向

サービスの向

上

上上

上

○良質な生活環境の整備による定住促進

○良質な生活環境の整備による定住促進○良質な生活環境の整備による定住促進

○良質な生活環境の整備による定住促進

医療・福祉、交通、教育サービスが整い、若年

層から⾼齢者までの幅広い世代の住⺠が安⼼して

定住し続けることのできる環境整備を図る。

○生活関連機能の広域ネットワーク化

○生活関連機能の広域ネットワーク化○生活関連機能の広域ネットワーク化

○生活関連機能の広域ネットワーク化

公共施設や公共交通、その他のインフラの集約

化およびネットワーク化を図り、限りある資源を

意識しつつ、効率性や機能性を重視した次世代の

仕様へと移⾏可能な体制を整える。

○圏域マネジメント能力の強化

○圏域マネジメント能力の強化○圏域マネジメント能力の強化

○圏域マネジメント能力の強化

圏域内の円滑な運営を図るため、⾃治体間の有

機的連携体制の下、職員の資質向上を図る。

� 人口減少や高齢化の影響により過疎化

が進⾏する地域では、将来的に⼀定の

住⺠サービスを受けられなくなる可能

性が出てくる。

� 医療・福祉、交通、教育などの公共

サービスの機会・質の低下は、住⺠の

生活基盤を揺るがしかねず、地域外へ

のさらなる⼈⼝流出の恐れがある。

地域間のネットワーク化により、

圏域全体の生活関連機能サービスを向上さ

せる

住民サービス住民サービス住民サービス住民サービス

� 広域的災害対策

� 一般廃棄物の広域処理

� 特定外来生物の広域防除

� 水源流域の水環境改善

� 救急搬送体制の連携強化の推進

� 地域公共交通ネットワークの維持・形成

� 広域幹線道路網の整備促進

� 広域情報ネットワークの整備（Wi-Fi）

� 生産振興に向けた取組

� 有害鳥獣の広域防除

� 農林水産物の消費拡大への取組

� 移住・定住対策

� 人材育成・交流



大分都市広域圏の連携項目と取り組み内容（案）

大

項

目

中

項

目

小

項

目

１

小

項

目

２

（１）圏域全体の経済成長のけん引

ⅰ.圏域を構成する各市町の特色を十分に活かした経済成長のための体制整備

取り組み内容

第４章第４章第４章第４章 将来像の実現に向けた取組将来像の実現に向けた取組将来像の実現に向けた取組将来像の実現に向けた取組

ⅰ.圏域を構成する各市町の特色を十分に活かした経済成長のための体制整備

ⅱ.中小企業の経営強化、創業促進、地域の中堅企業等を核とした戦略産業の育成

ⅲ.企業誘致の促進

ⅳ.地域資源を活用した地域経済の裾野拡大

ⅴ.戦略的な観光連携

（２）高次の都市機能の集積・強化

ⅰ.広域的災害等に関する機能の構築

広域的な災害対応の充実のため、大分県と協力しながら広域応援体制の整備や災害時備蓄品の充実など、応援体制の確立を図るとともに、災害時の自治体間連携に取り組む。

圏域内の企業、大学、研究機関、金融機関、連携する市町等が一体となった経済戦略推進体制の構築。

圏域の経済戦略に基づき、圏域の産業の戦略育成に取り組む。

圏域の経済戦略に基づき、圏域への企業誘致に取り組む。

圏域の経済戦略に基づき、圏域内の異業種間の連携を推進させるとともに、多彩な地場産品のブランドの育成や販路拡大に取り組む。

圏域の経済戦略に基づき、周遊型観光ルートの造成やＭＩＣEの誘致に取り組む。

広域的な災害対応の充実のため、大分県と協力しながら広域応援体制の整備や災害時備蓄品の充実など、応援体制の確立を図るとともに、災害時の自治体間連携に取り組む。

ⅱ.広域的公共交通網の構築

圏域全体に対する高度で専門的な都市的サービスを提供し、圏域の内外から多様な人々が集まり、また、大都市への若者の流出に歯止めをかける環境を構築する役割を

ⅲ.高等教育・研究開発の環境整備

将来の圏域を担う人材の育成を支援するため、高等教育・研究開発環境の整備に取り組む。

担っていくため、魅力的でより質の高い都市的サービスを提供する高次都市機能の集積した中心拠点としての広域的公共交通網の構築に取り組む。

28



大分都市広域圏の連携項目と取り組み内容（案）

大

項

目

中

項

目

小

項

目

１

小

項

目

２

（３）圏域全体の生活関連機能サービスの向上

 ア.生活機能の強化に係る政策分野

取り組み内容

(ｱ).公共施設利用

ⅰ.公共施設の相互利用の促進

(ｲ).地域医療・福祉

ⅰ.健康診断の受診率の向上

ⅱ.相談支援機能の強化

高齢者や障がいのある方等が、地域で安心して生活を営めるよう、相談体制や普及啓発に係る連携強化を図るなど支援体制の充実に取り組む。

ⅲ.地域子育て支援の充実

地域で生まれた子どもたちを社会全体で育てていくため、子どもを産み、育てやすい地域を目指して、子育て支援サービス等の質の向上・改善等を図るための連携を推進する。

(ｳ).教育・文化・芸術・スポーツ

ⅰ.広域的教育の連携

圏域内の公共施設の相互利用を進め、住民活動を支援するとともに、公共施設の利用及びサービスの充実を図る。

住民が地域で安心して生活を営めるよう、健康診断の受診に係る啓発及び情報共有に取り組むとともに、検診受診率向上を図るなど、健康管理に係る連携を推進する。

学校や地域の実情に応じ特色ある教育活動を生かした交流等による連携を図る。

ⅱ.文化芸術の振興

ⅲ.スポーツの振興

ⅳ.文化財等の保護及び活用

スポーツ活動を通じた健康の保持・増進や地域交流を促進するため、住民が様々なスポーツに触れる機会を幅広く提供するなど、スポーツの振興に取り組む。

圏域の文化財等の保護に努め、それらを地域資源として活用し、地域の歴史・文化に対する住民の認識を高めるとともに、圏域内外の交流を促進する。

地域の特色ある文化芸術活動を推進し、圏域内外の交流を促すことにより、交流人口の拡大及び地域の活性化を図る。

学校や地域の実情に応じ特色ある教育活動を生かした交流等による連携を図る。
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大分都市広域圏の連携項目と取り組み内容（案）

大

項

目

中

項

目

小

項

目

１

小

項

目

２

（３）圏域全体の生活関連機能サービスの向上

 ア.生活機能の強化に係る政策分野

取り組み内容

 ア.生活機能の強化に係る政策分野

(ｴ).地域振興

ⅰ.雇用対策

ⅱ.市民活動の推進

(ｵ).災害対策

ⅰ.広域的災害対策

(ｶ).環境

ⅰ.一般廃棄物の広域処理

ⅱ.特定外来生物の広域防除

若年求職者や女性・ＵＩＪターン希望者等の就労につながる各種就労支援に連携して取り組む。

地域における市民活動を推進するため、地域住民とＮＰＯ団体や企業等との交流や活動の支援に取り組む。

大規模災害発生時等における相互応援の円滑化や地域防災力の向上を図るため、大分県と連携しながら減災・防災体制の充実を図る。 

資源循環型社会、低炭素社会の形成を図るとともに、一般廃棄物の広域的処理に取り組む。

ⅲ.水源流域の水環境改善

(ｷ).消防

ⅰ.救急搬送体制の連携強化の推進

生態系や人的、農林水産物等への被害を及ぼす恐れのある特定外来生物の市域内外からの一掃に向けて、連携して防除に取り組む。

 

水源流域の現状把握や水資源としての水環境の有効的な改善を行うため、情報の共有や連絡体制の構築を図る。

大分県常備消防相互応援協定に基づき、消防活動はもとより、救急搬送に関しても広域的な視点に立ち、人命重視の救急活動を行い、救急搬送体制の連携強化に取り組む。
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大分都市広域圏の連携項目と取り組み内容（案）

大

項

目

中

項

目

小

項

目

１

小

項

目

２

（３）圏域全体の生活関連機能サービスの向上

 イ.結びつきやネットワークの強化に係る政策分野

(ｱ).地域公共交通

取り組み内容

ⅰ.地域公共交通ネットワークの維持・形成

(ｲ).道路等の交通インフラの整備・維持

ⅰ.広域幹線道路網の整備促進

圏域内交通の円滑化を図るとともに、防災性と代替性に富む多極ネットワーク型の地域構造を構築するため、高規格道路網をはじめとする広域幹線道路網の整備促進に連携して取り組む。

(ｳ).ＩＣＴインフラ整備

ⅰ.広域情報ネットワークの整備

(ｴ)農林水産物の生産振興・消費拡大への取組.

ⅰ.生産振興に向けた取組

ⅱ.有害鳥獣の広域防除

地域住民の移動手段の確保、利便性の向上等を図るため、地域公共交通ネットワークの維持・形成に連携して取り組む。

住民や観光客などの利便性や回遊性の向上はもとより、地域の観光や防災等の情報を即時に発信するため、広域的な無料公衆無線LAN（Ｗｉ-Ｆｉ）の整備促進に取り組む。

地域内の新規就農者や農地に関する情報の共有化を図り、規模拡大をめざす農業者や、就農希望者に情報を提供するなど、広域圏内の特性を活かし、担い手の確保・育成に努める。

鳥獣被害対策の効果向上のため、周辺自治体とイノシシ、シカなど農林業に被害を及ぼす鳥獣の生息実態等の情報を共有するとともに、効率的な予防及び捕獲に向け連携を図る。

ⅲ.農林水産物の消費拡大への取組

(ｵ).地域内外の住民との交流・移住促進

ⅰ.移住・定住対策

 ウ．圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野

(ｱ).圏域内市町の職員等の交流

ⅰ.人材育成・交流

職員の資質及び公務能力の向上を図るため、職員の相互派遣や交流の強化を図る。

鳥獣被害対策の効果向上のため、周辺自治体とイノシシ、シカなど農林業に被害を及ぼす鳥獣の生息実態等の情報を共有するとともに、効率的な予防及び捕獲に向け連携を図る。

地域特産物の生産・加工・販売を広域的な視点に立ち、圏域内消費はもとより、圏域外への消費拡大を目指した情報発信等の取組を行う。

移住・定住希望者の様々なニーズ等に対応するため、地域の特長を生かした移住・定住施策に取り組む。
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大　分　都　市　広　域　圏

各市町別連携協約項目一覧表 （案）

大項目 中項目 小項目１ 小項目２

別

府

市

臼

杵

市

津

久

見

市

竹

田

市

豊

後

大

野

市

由

布

市

日

出

町

ⅰ.圏域を構成する各市

連携協約 連携市町

大項目 中項目 小項目１ 小項目２

別

府

市

臼

杵

市

津

久

見

市

竹

田

市

豊

後

大

野

市

由

布

市

日

出

町

(ｱ).公共施設利用

ⅰ.公共施設の相互利用

の促進

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⅰ.健康診断の受診率の

向上

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⅱ.相談支援機能の強化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⅲ.地域子育て支援の充

実

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⅰ.広域的教育の連携 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

連携協約 連携市町

(ｲ).地域医療・福祉

ⅰ.圏域を構成する各市

町の特色を十分に活か

した経済成長のための

体制整備

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⅱ.中小企業の経営強

化、創業促進、地域の

中堅企業等を核とした

戦略産業の育成

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⅲ.企業誘致の促進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⅳ.地域資源を活用した

地域経済の裾野拡大

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⅴ.戦略的な観光連携 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⅰ.広域的災害等に関す

る機能の構築

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⅱ.広域的公共交通網の

構築

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⅲ.高等教育・研究開発

の環境整備

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（１）圏域全体の経済

成長のけん引

（２）高次の都市機能

の集積・強化

ⅱ.文化芸術の振興 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⅲ.スポーツの振興 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⅳ.文化財等の保護及び

活用

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⅰ.雇用対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⅱ.市民活動の推進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(ｵ).災害対策 ⅰ.広域的災害対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⅰ.一般廃棄物の広域処

理

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⅱ.特定外来生物の広域

防除

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⅲ.水源流域の水環境改

善

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(ｷ).消防

ⅰ.救急搬送体制の連携

強化の推進

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(ｱ).地域公共交通

ⅰ.地域公共交通ネット

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(ｴ).地域振興

（３）圏域全体の生活

関連機能サービスの向

上

ア.生活機能の強化に係

る政策分野

(ｶ).環境

(ｳ).教育・文化・芸

術・スポーツ

(ｱ).地域公共交通

ワークの維持・形成

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(ｲ).道路等の交通イン

フラの整備・維持

ⅰ.広域幹線道路網の整

備促進

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(ｳ).ＩＣＴインフラ整

備

ⅰ.広域情報ネットワー

クの整備

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⅰ.生産振興に向けた取

組

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⅱ.有害鳥獣の広域防除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⅲ.農林水産物の消費拡

大への取組

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(ｵ).地域内外の住民と

の交流・移住促進

ⅰ.移住・定住対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ウ．圏域マネジメント

能力の強化に係る政策

分野

(ｱ).圏域内市町の職員

等の交流

ⅰ.人材育成・交流 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全３１項目 31 31 31 31 31 31 31

イ.結びつきやネット

ワークの強化に係る政

策分野 (ｴ).農林水産物の生産

振興・消費拡大への取

組
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